
家庭ポンプ

PH-7A形は受水槽と組合せですので、断水リレーを接続しないとポンプは運転しません。

PG-7A形〈浅井戸用自動式〉
単相用　　　　　　三相用

品番 PG-87A　　　品番 PG-407AM
　　 PG-157A　　　　  PG-757A
　　 PG-207A
　　 PG-307A
　　 PG-407A

PH-7A形〈水道加圧装置用自動式〉
単相用　　　　　　三相用

品番 PH-157A　　品番 PH-407AM
　　 PH-207A　　　　 PH-757A
　　 PH-307A
　　 PH-407A

家庭ポンプをお買上げいただきまして、まことにありがとうございました。

ご使用前にこの取扱説明書・据付説明書をよくお読みになり正しくお使いください。

お読みになった後は大切に保存してください。

取扱説明書・据付説明書

ご注意





付属品（PH-7A形）
本文8ページ参照　

付属品（PG-7A形）　

ストレーナー

吸込側
の先端に
取付ます

吸上高さが
3ｍより浅い時
に使用します

調整スプリング

エルボ
ソケット

付属品（PG-7A形）　

ストレーナー

吸込側
の先端に
取付ます

吸上高さが
3ｍより浅い時
に使用します

調整スプリング

端子(3コ 三相のみ)

各部のなまえとはたらき 〔PG-7A、PH-7A形〕

モデル：PG-207A

モデル：PG-407A

付属品（PH-7A形）
本文8ページ参照　
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安全上のご注意　　必ずお守りください

電源プラグは根元まで確実に差し込む
●傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは使

用しないでください。
※差し込みが不完全ですと、感電や発熱に

よる火災の原因になります。

ポンプカバー内部に物を入れない

※加熱による発火
で火災の原因に
なります。

モーター焼損防止器の赤ボタンをテープなどで固定しない

※故障時に、モーター
が過熱し発火・火災
の原因になります。

※モーター焼損防止器
がひんぱんに作動す
る場合は、販売店（工
事店）にご相談くだ
さい。
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本体の上に乗ったり、
物を置いたりしない

※事故の原因になるこ
とがあります。
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■ 設置場所及び点検・メンテナンス

●モータや制御ボックスの絶縁劣化等は漏電・感電または火災の原因になります。
機器の寿命や破損防止を考慮し、換気を十分に行い周囲温度0〜40℃としてください。
また、ほこり、腐食性及び爆発性ガス、塩分、湿気、結露などがなく、屋内設置型に関しては風雨や直接日光
が当たらないようにしてください。

●ご使用の設備は、定期的に点検及び各部品のメンテナンスを行い、維持管理を行ってください。
●モータや制御ボックスは４〜５年使用されますと、経年劣化により発火等の事故に至るおそれがあります。
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据付け説明書 (PG-7A形)

❶ 
 

　
　
❷
　
　
　

❸
　
　

❶
❷

❸
❹

単相用……単相100V
三相用……三相200V

　吐出口は、3方向にありますのでご希望の方
向へフランジを接続し、使用しない吐出口は
必ず閉塞フランジまたはドレンフランジでふ
さいでください。
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据付け・配管工事方法 (PG-7A形)

❶
　
　
❷
　
　
　
❸
　
　
　
　
　
❹

❺
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❼
　なお、PH-7A形については、水道加圧装置専用
のため工場出荷時に取付けています。
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      組立の前に (PH-7A形)      ・下記一覧表より、ご使用の「機種」欄を参照し、
　付属品をお確かめください。

満水警報器用リード線（16ページ参照）　
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組立方法 (PH-7A形)  （ＰＨ-15A05BA・PH-25A05BBの場合）    

１ ポンプを受水槽にのせ、付属
のワッシャー、固定用ナット
で仮り締めします。（2箇所）

※揚水管の取り付け位置は、圧力タ
ンクのラベル貼付側です。

4 揚水管パッキンに揚水管を通
し受水槽内に挿入します。

7 受水槽にオーバーフロー管を
ナット、パッキンで確実に取
り付け、網管（網目を上向き
にして）を塩ビ用接着剤で確
実に取り付けます。

※網管はオーバーフロー管の奥まで
確実に差し込んでください。

2 ①断水リレーを固定ナットで
受水槽に固定します。

②フロートガイドにフロート
棒を通します。

③フロートガイドを断水リレ
ーに固定します。

※断水リレーはポンプカバー内部に
あります。

5 エルボ付フランジにフランジ
パッキンを付け、圧力タンク
に取り付けてから固定用ナッ
トでポンプを固定します。

8 ポンプの吐出管（二次給水管）
を配管し、ボールタップに一
次給水管を配管します。

（吐出側は3方向に配管できます）

※一次給水管には必ずバルブを取り
付けてください。

3 エルボ付フランジに揚水管を
接続します。

※接続部は塩ビ用接着剤を十分塗布
し、確実に接続してください。

6 ボールタップと波立防止管を
受水槽に垂直に取り付けます。
付属のボールタップ以外は使用
しないでください。また、ボー
ル タ ッ プ 給 水 時 の 圧 力 は
29kPa(0.3Kgf/㎠)以上が必要
です。

9 受水槽で点検窓ブタをかぶせ、
ネジで固定します。

断水リレー
パッキン

固定ナット
フロートガイド
フロート棒

エルボ付
フランジ

黒線まで挿入してください。

ラベル

揚水管
パッキン

固定用ナット
ボールタップ

波立防止管

パッキン
ワッシャー
　ナット

受水槽

パッキン 溢水面

網管
ナット
受水槽

オーバーフロー管

バルブ

一次給水管
吐出管

（二次給水管）

点検窓ブタ

錠取付穴

●受水槽のオーバーフローをブザーで知らせる満水警報器の取り付けが可能です。（17ページ参照）
●セット品番詳細については13ページ参照ください。

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝
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組立方法 (PH-7A形)  （ＰＨ-15A2BA・PH-25A2BBの場合）    

１ ポンプを受水槽にのせ、付属
のワッシャー、固定用ナット
で仮り締めします。（2箇所）

※揚水管の取り付け位置は、圧力タ
ンクのラベル貼付側です。

4 揚水管パッキンに揚水管を通
し受水槽内に挿入します。

7 受水槽にオーバーフロー管を
ナット、パッキンで確実に取
り付け、網管（網目を上向き
にして）を塩ビ用接着剤で確
実に取り付けます。

※網管はオーバーフロー管の奥まで
確実に差し込んでください。

2 ①断水リレーを固定ナットで
受水槽に固定します。

②フロートガイドにフロート
棒を通します。

③フロートガイドを断水リレ
ーに固定します。

※断水リレーはポンプカバー内部に
あります。

5 エルボ付フランジにフランジ
パッキンを付け、圧力タンク
に取り付けてから固定用ナッ
トでポンプを固定します。

※ポンプ固定後、揚水管パッキンを
受水槽にはめ込みます。

8 ポンプの吐出管（二次給水管）
を配管し、ボールタップに一
次給水管を配管します。

（吐出側は2方向に配管できます）

※一次給水管には必ずバルブを取り
付けてください。

3 エルボ付フランジに揚水管を
接続します。

※接続部は塩ビ用接着剤を十分に塗
布し、確実に接続してください。

6 ボールタップと波立防止管を
受水槽に垂直に取り付けます。

※20Aのボールタップご使用の場合
は、ボールタップ補助パッキンは
不要です。

9 受水槽で点検窓ブタをかぶせ、
固定金具をネジで固定します。

断水リレー
パッキン

固定ナット
フロートガイド
フロート棒

エルボ付
フランジ

黒線まで挿入してください。

ボールタップ取付穴

揚水管
パッキン

固定用ナット
波立防止管

受水槽

パッキン 溢水面

網管
ナット
受水槽

オーバーフロー管

バルブ

一次給水管

固定金具

固定金具

●受水槽のオーバーフローをブザーで知らせる満水警報器の取り付けが可能です。（17ページ参照）
●セット品番詳細については13ページ参照ください。

パッキン
   ナット

ラベル

ボールタップ
補助パッキン
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組立方法 (PH-7A形)  （PH-25A3BF・PH-25A5BF・PH-35A3BF・PH-35A5BFの場合）    

１ ポンプを受水槽にのせ、付属
のワッシャー、固定用ナット
で仮り締めします。（4箇所）
ポンプと受水槽の間に付属の防
振ゴムを取り付けてください。

※揚水管の取り付け位置は、圧力タ
ンクのラベル貼付側です。

4 揚水管パッキンに揚水管を通
し、揚水管を受水槽内に挿入
します。エルボ付フランジに
フランジパッキンを付けて、
圧力タンクに取り付けてから
固定用ナットでポンプを固定
します。

※ポンプ固定後、揚水管パッキンを
受水槽にはめ込みます。

2 ①断水リレーを固定ナットで
受水槽に固定します。

②フロートガイドにフロート
棒を通します。

③フロートガイドを断水リレ
ーに固定します。

※断水リレーはポンプカバー内部に
あります。

5 ボールタップと波立防止管を
受水槽に垂直に取り付けます。

※20Aのボールタップご使用の場合
は、ボールタップ補助パッキンは
不要です。

3 エルボ付フランジに揚水管を
接続します。
エルボ付フランジは、圧力タンク
よりはずして接続してください。

※接続部は塩ビ用接着剤を十分に塗
布し、確実に接続してください。

6 受水槽にオーバーフロー管を
ナット、パッキンで確実に取
り付け、網管（網目を上向き
にして）を塩ビ用接着剤で確
実に取り付けます。

※網管はオーバーフロー管の奥まで
確実に差し込んでください。

※以上のことが終わりましたら、受
水槽に点検窓ブタをかぶせ、ネジ
で固定した後配管を行います。

 （吐出側は3方向に配管できます）

断水リレー
パッキン

固定ナット
フロートガイド
フロート棒

エルボ付
フランジ

黒線まで挿入してください。

揚水管

揚水管パッキン

波立防止管

パッキン

ナット

溢水面

●受水槽のオーバーフローをブザーで知らせる満水警報器の取り付けが可能です。（17ページ参照）
●セット品番詳細については13ページ参照ください。

ナット
パッキン

受水槽 ボールタップ
補助パッキン

網管

受水槽

オーバーフロー管

⎛
⎝

⎛
⎝

⎛
⎝

⎛
⎝
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オーバーフロー管
網管

組立方法 (PH-7A形)  （受水槽：PH-T3SF、5SF、5EF、5PF、10PF、10EF、20EFの場合）

１ 受水槽にオーバーフロー管をナット、パッキンで確実に取り付け、網管（網目を上向きにして）を
塩ビ用接着剤で確実に取り付けます。

2

※ポンプ防振ゴム・防振ゴムは必ずつけてください。（上図ご参照）

3 点検窓ブタを開き、ボールタップと波立防止管を
受水槽ブタに垂直に取り付けます。

※ボールタップは緩まないように固定ナットで確実に締
付けてください。

※20Aのボールタップをご使用の場合は、ボールタップ
補助パッキンは不要です。

4 ポンプカバーをはずし、断水リレーを取り出して
固定ナットで受水槽ブタに固定し、次にフロート
ガイドにフロート棒を通して断水リレーに取り付
けます。

ポンプ防振ゴム

受水槽ブタ

ポンプ防振ゴム

ボールタップ

波立防止管
ボールタップ補助パッキン

断水リレー

パッキン

固定ナット
フロートガイド
フロート棒

●受水槽のオーバーフローをブザーで知らせる満水警報器の取り付けが可能です。（17ページ参照）
●セット品番詳細については13ページを参照ください。

ポンプ架台

オーバーフロー管

パッキン

網管
ナット

※網管はオーバーフロー管の奥まで確実に差し込んでください。

網管は塩ビ用接着剤を
塗布して確実に接続し
てください。

〈PH-T10PF、PH-T10EFの場合〉
ポンプ架台にポンプを固定し、受水
槽に受水槽ブタとポンプ架台を固定
します。

〈PH-T3SF、5SF、5PF、5EFの場合〉
受水槽に受水槽ブタとポンプを固定
します。

〈PH-T20EFの場合〉
受水槽にステーボルト(2 ヵ所)
を取り付け、受水槽ブタにボー
ルタップを取り付けます。

防振ゴム

〈PH-T20EFの場合〉
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5

※後は吐出管（二次給水管）を配管し、ボールタップに
一次給水管を接続します。

※後は吐出管（二次給水管）を配管し、ボールタップに
一次給水管を接続します。

PH-T20EFの 場 合 は、
揚水管が上図の逆(フラ
ンジの左側)になります。

⎤
⎥
⎥
⎦

⎡
⎢
⎢
⎣

（1図）

セット品番仕様

セット品番 PH-15A05BA PH-15A2BA PH-25A05BB PH-25A2BB

ポ　ン　プ PH-157A PH-207A

受　水　槽 PH-TO.5BFA PH-T2BFA PH-TO.5BFB PH-T2BFB

セット品番 PH-25A3BF PH-25A5BF PH-35A3BF PH-35A5BF

ポ　ン　プ PH-207A PH-307A

受　水　槽 PH-T3BF PH-T5BF PH-T3BF PH-T5BF

セット品番 PH-25A3SF PH-25A5SF PH-25A5PF
〔PH-25A5EF〕 PH-35A3SF PH-35A5SF PH-35A5PF

〔PH-35A5EF〕

ポ　ン　プ PH-207A PH-307A

受　水　槽 PH-T3SF PH-T5SF PH-T5PF
〔PH-T5EF〕 PH-T3SF PH-T5SF PH-T5PF

〔PH-T5EF〕

セット品番 PH-35A10PF
〔PH-35A10EF〕

PH-45A10PF
〔PH-45A10EF〕 〔PH-45A20EF〕 PH-45AM10PF

〔PH-45AM10EF〕〔PH-45AM20EF〕 PH-75A10PF
〔PH-75A10EF〕 〔PH-75A20EF〕

ポ　ン　プ PH-307A PH-407A PH-407AM PH-757A

セット品番 PH-T10PF
〔PH-T10EF〕

PH-T10PF
〔PH-T10EF〕 〔PH-T20EF〕 PH-T10PF

〔PH-T10EF〕 〔PH-T20EF〕 PH-T10PF
〔PH-T10EF〕 〔PH-T20EF〕

エルボ付
フランジ

揚水管
パッキン

（2図）

〈ポンプが200Ｗ・300Ｗの場合〉
①揚水管パッキンに揚水管を通し、エルボ付フランジ

と揚水管を接続します。（1図）
 （接続部は接着剤を十分塗布し、確実に接続してください。）
②エルボ付フランジにフランジパッキンをつけて圧力

タンクに取り付け、揚水管パッキンを受水槽ブタに
はめ込みます。（2図）

6 〈ポンプが400Ｗ・750Ｗの場合〉
①揚水管パッキンに揚水管を通し、揚水管パッキンを

受水槽ブタにはめ込みます。（3図）
②エルボ付フランジにフランジパッキンをつけてポン

プに取り付け、揚水管に接続します。（4図）
 （接続部は接着剤を十分塗布し、確実に接続してください。）

（3図）
（4図）

揚水管

組立方法 (PH-7A形)  （受水槽：PH-T3SF、5SF、5EF、5PF、10PF、10EF、20EFの場合）
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配線工事方法

❶

❸
❹

❺

❷

　なお、PH-7A形については、水道加圧装置専用
のため断水リレーを接続しないとポンプは運転しま
せん。

※除菌器（PJ-22E）接続要領
1.モーター側面のターミナルボックスのカバー

を取りはずす。
2.端子台番号4・5の位置へ除菌器を接続する。
※注意
　接続後カバーを元に戻す前に接続端子が隣の

端子と接触（短絡）していないか確認してく
ださい。

三相用ポンプの場合
　三相用ポンプは200V動力線を使用します。電源
電線は付属されていませんので次のように結線し
てください。

　電源コード固定金具取付
ネジをゆるめ、保護チュー
ブ(黒色)の中に電源コードを
通す(1図参照)

　ターミナルカバーをはずし、
モーター上部端子台に接続する
(結線図参照)
※端子台の圧着端子に電源電線を圧着します。
※線径2mm以上の単線で結線する場合は付属の
　端子をご使用下さい。

　電源側には三相用スイッチを設けこれに電源ケ
ーブルを接続してください。

　結線は、モートル回転方向がポンプケーシングカ
バーの矢印方向(ポンプ側より見て反時計方向)にな
るように行ってください。もし逆回転させると揚水
しません。回転方向を反対にするには3本のうち2
本の結線を入替えれば正常な回転になります。

　ターミナルカバーを取り付け、電源コード固定金
具取付ネジを締めつける。

浅井戸用結線図（PG-80w〜200w）

❻

❶

❸

❹

❺

❷
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配線工事方法

※除菌器（PJ-22E）接続要領
1.モーター側面のターミナルボックスの

カバーを取りはずす。
2.端子台番号4・5の位置へ除菌器を接続

する。
※注意
　接続後カバーを元に戻す前に接続端子が

隣の端子と接触（短絡）していないか確
認してください。

浅井戸用結線図（PG-300w・400w）単相用

浅井戸用結線図（PG-400w・750w）三相用
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配線工事方法

水道加圧装置用結線図（PH-7A形 単相用）

※満水警報器結線要領
1.モ−タ側面のターミナルボックスのカバーを取りはずす。
2.端子台番号5・1の位置へ満水警報器を接続する。
3.リード線（付属品）の丸端子を端子台番号1の位置へ接続する。もう片方のY端子は、モーター上部制御ボック

スカバーを取りはずし、サーマルリレーに接続してください。
※注意

接続後カバーを元に戻す前に接続端子が隣の端子と接触(短絡)していないかを確認して下さい。

サーモスタット

サーマルプロテクター
(300w、400wのみ) リード線(付属品)

断水リレー
ヒーター

サーマル
リレー

圧力
スイッチ

モートル
スイッチ 水温リレー

モータ

クリクソン
(150w･200wのみ)

モータ端子台満水警報器
(別売品)

差込プラグ

白：150W･200W
青：300W･400W

コンデンサ



18

配線工事方法

満水警報器について (PH-7A形)  

水道加圧装置用結線図（PH-7A形 三相用）

受水槽のオーバーフローをブザーで知らせる「満水警報器」（別売品）の取り付けが可能です。

満水警報器の種類は下表のとおりです。取り付け前に「品番と適用機種」を確認してください。

品番  適　　用　　機　　種

単相

100V

Ｐ-01Ｂ 受水槽：PH-T2BFA・PH-T2BFB

Ｐ-02Ｂ 受水槽：PH-TO.5BFA・PH-TO.5BFB・PH-T3BF・PH-T5BF

Ｐ-03Ｂ 受水槽：PH-T10PF・PH-T10EF

Ｐ-04Ｂ 受水槽：PH-T3SF・PH-T5SF・PH-T5PF・PH-T5EF・PH-T20EF

単相

200V

Ｐ-03ＢM 受水槽：PH-T10PF・PH-T10EF

Ｐ-04ＢM 受水槽：PH-T20EF

●結線方法は14ページの結線図を参照ください。
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防寒対策・運転方法

　ポンプに一番近い蛇口を開けてください。

　呼水栓をはずしポンプ部分に呼び水をしてくだ
さい。注水量は右表の通りです。

　呼水栓をもと通りに確実に締めてください。
　呼水栓のリブにドライバー等を引っかけて増締
めできますが、リブを破損しないよう注意願いま
す。又、レンチを使用しての締付けは、呼水栓を
破損させる可能性がありますので、行わないでく
ださい。

　電源を入れるとポンプが運転を始め、運転開始
後数分間で揚水します。

　揚水しないときは、呼び水が不足している場合
がありますから電源を切って、再び呼び水をして
ください。

　揚水後、蛇口を開閉しないポンプの軌道・停止
の状態や漏れがないか確認してください。

　作業終了後、カバーを被せる時、内側の緩衝材
は外して破棄してください。

注水量
	PG-87A-5/6
PG-157A-5/6	 約200cc
PH-157A-5/6

PG-207A-5/6
PH-207A-5/6	

約450ccPG-307A-5/6
PH-307A-5/6

PG-407A-5/6
PH-407A-5/6
PG-407AM-5/6	

約500ccPH-407AM-5/6
PG-755A-5/6
PH-755A-5/6

⎞
⎟
⎠

⎞
⎟
⎠

⎞
⎟
⎟
⎟
⎠

❶

❶

❷

❷

❸

❹

❺

❻

❼
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水抜き方法・安全装置が働いたら

❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹
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ポ
　
ン
　
プ

モ
ー
ト
ル

仕　　様

	         形　　名

　項　　目

	 吸上高さ	 ｍ	 8	 8	 8	 8	 8	 8	 8

	 押上高さ	 ｍ	 4	 8	 12	 12	 16	 16	 18

		  Ｌ／ min	 13	 21	 25	 31	 42	 42	 63

	 吸 込 管	 ㎜(B)	 20(　)	 20(　)	 25(1)	 25(1)	 30(1-　)	 30(1-　)	 30(1-　)

	 吐 出 管	 ㎜(B)	 20(　)	 20(　)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)

	 相		  単相	 単相	 単相	 単相	 単相	 三相	 三相

	 電　　圧	 Ｖ	 100	 100	 100	 100	 100	 200	 200

	 周 波 数	 Hz	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60

	 出　　力	 Ｗ	 80	 150	 200	 300	 400	 400	 750

	 製 品 質 量	 ㎏	 14.5	 17.0	 21.5	 22.5	 42	 40.5	 43

	  87A-5
PG
	 87A-6

	  157A-5
PG
	 157A-6

	 207A-5
PG
	 207A-6

	  307A-5
PG
	 307A-6

	  407A-5
PG
	 407A-6

	 407AM-5
PG
	 407AM-6

	  757A-5
PG
	 757A-6

名板表示
揚 水 量

仕様(浅井戸用)

3
    4

3
    4

1
    4

1
    4

1
    4

3
    4

3
    4

ポ
　
ン
　
プ

モ
ー
ト
ル

	         形　　名

　項　　目

	 吸上高さ	 ｍ	 1	 1	 1	 1	 1	 1

	 押上高さ	 ｍ	 16	 16	 18	 18	 18	 18

		  Ｌ／ min	 18	 21.5	 27	 37	 37	 55

	 吸 込 管	 ㎜(B)	 20(　)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)

	 吐 出 管	 ㎜(B)	 20(　)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)	 25(1)

	 相		  単相	 単相	 単相	 単相	 三相	 三相

	 電　　圧	 Ｖ	 100	 100	 100	 100	 200	 200

	 周 波 数	 Hz	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60	 50 ／ 60

	 出　　力	 Ｗ	 150	 200	 300	 400	 400	 750

	 製 品 質 量	 ㎏	 17.0	 21.5	 22.5	 42	 40.5	 43

	  157A-5
PH
	 157A-6

	  207A-5
PH
	 207A-6

	  307A-5
PH
	 307A-6

	  407A-5
PH
	 407A-6

	  407AM-5
PH
	 407AM-6

	  757A-5
PH
	 757A-6

名板表示
揚 水 量

仕様(水道加圧装置用)

3
    4

3
    4
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修理サービスを依頼されるまえに

18

消耗部品名 交換時期の目安

愛情点検 長年ご使用のポンプの点検を！

こんな症状は
ありませんか

● モーターが止まらない
● 水漏れしている
● その他の異常や故障がある

以上のような症状の時は使
用を中止し、故障や事故の
防止のため必ず販売店に点
検をご相談ください。

消耗部品について
ポンプ性能を維持するために下記部品の定期的な点検・交換が必要となります。
ただし、ポンプの使用状態、水質により交換時期は異なります。

■ポンプ・モーター部

■その他の構成機器

消耗部品名 交換時期の目安
0リング
メカニカルシール
玉軸受（モーターベアリング）

分解点検ごと
3年
4年

圧力タンク
圧力スイッチ
逆止弁
パッキン
自動空気補給装置

4年

分解点検ごと

3年
3年

2年

30

消耗部品について
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保障とアフターサービス

■ 保証書

保証書は、必ず「お買上げ日・販売店」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受取りください。

内容をよくお読みのあと、大切に保管してください。

保証期間…お買上げ日から１年間。

■ 補修用性能部品の最低保有期間は

家庭用ポンプの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後約８年間です。この期間は、経済産業省の

指導によるものです。性能部品とは、その部品の性能を維持するために必要な部品です。

■ 修理を依頼されるときは

不具合があるときは、電源スイッチを切り、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡くだ

さい。

● 保証期間中は

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがって販売店が修理させていただきます。

● 保証期間がすぎているときは

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させていただきます。

修理料金は、技術料＋部品代（出張料）などで構成されています。

■ つぎのような場合は運転を停止し、お買上げの販売店にご相談ください。

● ご自分での修理は、危険な場合がありますから、絶対にしないでください。

● 下記の症状や異常がない場合でも４〜５年お使いの製品は、安全のため点検をご依頼ください。

● 修理点検は有料となります。

● 運転するとブレーカーや漏電遮断器が動作する。

● ポンプは運転するが、水栓を開いても水が出ない。

● 水を使用していないのに、ポンプが運転する。

● コード類に“ひび割れ”や“傷”がある。

● 運転中に異常な音や振動がする。

● 水漏れがする。（ポンプヘッド部、圧力タンク、継ぎ手など）

● 焦げ臭い“におい”がする。

● 触るとビリビリと電気を感じる。

● その他の異常がある。

■ 交換した製品、不要な部品及び梱包材などの廃棄方法については、各自治体にご確認ください。



東 京 支 社
城 東 営 業 所
城 西 営 業 所
城 北 営 業 所
システム設備１課１・２G
システム設備１課３・４G
システム設備２課１G
システム設備２課２・３G
システム設備２課４G
工 　 事 　 課
海 外 営 業 部
東 京 機 器 課
札 幌 営 業 所
仙 台 支 店
仙 台 営 業 所
郡 山 営 業 所
北 関 東 支 店

大 宮 営 業 所
新 潟 営 業 所
長 岡 営 業 所
水 戸 営 業 所
宇都宮営業所
前 橋 営 業 所
東 京 支 店
立 川 営 業 所
千 葉 営 業 所
横 浜 営 業 所
金 沢 支 店
金 沢 営 業 所
富 山 営 業 所
福 井 営 業 所
名 古 屋 支 店
名古屋営業所
名古屋システム設備

名古屋機器営業所
静 岡 営 業 所
沼 津 営 業 所
浜 松 営 業 所
岐 阜 営 業 所
大 阪 支 店
大阪第1営業所
大阪第2営業所
大阪システム設備課
大阪機器営業所
南大阪営業所
滋 賀 営 業 所
京 都 営 業 所
神 戸 営 業 所
姫 路 営 業 所
広 島 支 店
広 島 営 業 所

福 山 営 業 所
米 子 営 業 所
岡 山 営 業 所
高 松 支 店
高 松 営 業 所
松 山 営 業 所
福 岡 支 店
福 岡 営 業 所
北九州営業所
大 分 営 業 所
熊 本 営 業 所
長 崎 営 業 所
宮 崎 営 業 所
鹿児島営業所

TEL.03-3818-6751
TEL.03-3818-6751
TEL.03-3818-6752
TEL.03-3818-6753
TEL.03-3818-6846
TEL.03-3818-7800
TEL.03-3818-7800
TEL.03-3818-7799
TEL.03-3818-7766
TEL.03-3818-7764
TEL.03-3818-6890
TEL.03-3818-8101
TEL.011-644-2501
TEL.022-232-0115
TEL.022-232-0115
TEL.024-922-5122
TEL.048-665-4018

TEL.048-665-4018
TEL.025-287-5032
TEL.0258-29-1725
TEL.029-224-8904
TEL.028-621-2422
TEL.027-253-0262
TEL.03-3818-6751
TEL.042-536-2714
TEL.043-264-5252
TEL.045-450-5351
TEL.076-240-0350
TEL.076-240-0350
TEL.076-433-2151
TEL.0776-28-5361
TEL.052-339-0871
TEL.052-339-0871
TEL.052-339-0875

TEL.052-339-0891
TEL.054-285-3201
TEL.055-923-1377
TEL.053-463-1701
TEL.058-271-6651
TEL.06-6378-2121
TEL.06-6378-2121
TEL.06-6378-2121
TEL.06-6378-2015
TEL.06-6378-2007
TEL.072-253-4391
TEL.077-583-3666
TEL.075-647-1550
TEL.078-382-1991
TEL.079-281-5511
TEL.082-537-0660
TEL.082-537-0660

TEL.084-961-0222
TEL.0859-32-2970
TEL.086-241-4221
TEL.087-867-4040
TEL.087-867-4040
TEL.089-935-4335
TEL.092-474-7161
TEL.092-474-7161
TEL.093-571-5731
TEL.097-551-1857
TEL.096-380-8388
TEL.095-848-2221
TEL.0985-39-1577
TEL.099-253-4321

修理・サービスのご用命は最寄りの支店・営業所へご連絡ください。

2007年5月現在●駐在員　盛岡、山形、筑波、加須、東京23区、八王子、柏、松戸、相模原、厚木、長野、甲府、高岡、四日市、尼崎、高知、山口、佐賀、久留米

本  社 〒720-0003  福山市御幸町森脇230
TEL：084-955-1111  FAX：084-955-5777
支  社 〒112-0004  東京都文京区後楽2丁目3-27  テラル後楽ビル6階
TEL：03-3818-7700  FAX：03-3818-6790

お客さまへ
お 買 上 げ 年月日 年 　 　 　月 　 　 　日

お 買 上 げ 店 名
（ 住 　 　 所 ）
（ 電 話 番 号 ）

おぼえのために、お買上げ年月日、お買上げ店名などを記入してください。

〈IB1375〉 ZGS0G135A0E  F1196T14045 D

〈IB1397B〉

本 社　〒720-0003 福山市御幸町森脇230
TEL:084-955-1111 FAX:084-955-5777

●駐在所　徳島、高知、山口

修理･サービスのご用命は最寄りの支店･営業所へご連絡ください。

お客さまへ
おぼえのために､お買上げ年月日､お買上げ店名などを記入してください。

	 お買上げ年月日	 年　　　　月　　　　日

	 お 買 上 げ 店 名
	  （住　　　所）
	  （電 話 番 号）

東京産業システム1課 TEL.03-3818-8101
東京産業システム2課 TEL.03-5805-1311
東京環境システム1課 TEL.03-3818-7800
東京環境システム2課 TEL.03-3818-7766
東京環境システム3課 TEL.03-3818-7800
東京施工管理1課／ 2課 TEL.03-3818-7764
市 場 開 発 課 TEL.03-3818-6846
ソリューション技術1課 TEL.03-6891-7800
ソリューション技術2課 TEL.03-6891-7800
ソリューション技術3課 TEL.03-6891-7800
東　 北　 支　 店 TEL.022-232-0115
仙 台 営 業 所 TEL.022-232-0115
札 幌 営 業 所 TEL.011-644-2501
北 東 北 営 業 所 TEL.019-601-8818
郡 山 営 業 所 TEL.024-922-5122
北 関 東 支 店 TEL.048-681-7822
大 宮 営 業 所 TEL.048-681-7822
新 潟 営 業 所 TEL.025-287-5032
長 岡 営 業 所 TEL.0258-29-1725
水 戸 営 業 所 TEL.029-224-8904
土 浦 営 業 所 TEL.029-870-2760
宇 都 宮 営 業 所 TEL.028-346-3400

前 橋 営 業 所 TEL.027-253-0262
長 野 営 業 所 TEL.026-243-2860
東 京 支 店 TEL.03-3818-6751
城 東 営 業 所 TEL.03-3818-7769
城 西 第 １ 営 業 所 TEL.03-3818-6752
城 西 第 ２ 営 業 所 TEL.03-3818-6752
アクアシステム関東営業所 TEL.03-5684-0238
東 京 開 発 グ ル ー プ TEL.03-3818-6846
立 川 営 業 所 TEL.042-536-2714
千 葉 営 業 所 TEL.043-264-5252
横 浜 営 業 所 TEL.045-450-5351
北 陸 支 店 TEL.076-240-0350
金 沢 営 業 所 TEL.076-240-0350
富 山 営 業 所 TEL.076-433-2151
福 井 営 業 所 TEL.0776-28-5361
中 部 支 店 TEL.052-339-0871
名 古 屋 営 業 所 TEL.052-339-0871
名古屋環境システム課 TEL.052-339-0875
名古屋産業システム課 TEL.052-339-0891
アクアシステム中部営業所 TEL.052-332-6510
静 岡 営 業 所 TEL.054-285-3201
沼 津 営 業 所 TEL.055-923-1377

浜 松 営 業 所 TEL.053-463-1701
岐 阜 営 業 所 TEL.058-271-6651
大 阪 支 店 TEL.06-7711-8882
大 阪 第1営 業 所 TEL.06-7711-8882
大 阪 第2営 業 所 TEL.06-7711-8882
近畿アクアシステム課 TEL.06-7711-8883
大 阪 開 発 グ ル ー プ TEL.06-7711-8887
大阪環境システム課 TEL.06-7711-8885
大 阪 施 工 管 理 課 TEL.06-7711-8885
大阪産業システム課 TEL.06-7711-8884
ソリューション技術グループ TEL.06-7711-8886
南 大 阪 営 業 所 TEL.072-253-4391
滋 賀 営 業 所 TEL.077-583-3666
京 都 営 業 所 TEL.075-647-1550
神 戸 営 業 所 TEL.078-382-1991
姫 路 営 業 所 TEL.079-281-5511
中 国 支 店 TEL.082-537-0660
広 島 営 業 所 TEL.082-537-0660
福 山 営 業 所 TEL.084-961-0222
米 子 営 業 所 TEL.0859-32-2970
岡 山 営 業 所 TEL.086-241-4221
四 国 支 店 TEL.087-867-4040

高 松 営 業 所 TEL.087-867-4040
松 山 営 業 所 TEL.089-935-4335
九 州 支 店 TEL.092-474-7161
福 岡 第 １ 営 業 所 TEL.092-474-7161
福 岡 第 ２ 営 業 所 TEL.092-474-7161
北 九 州 営 業 所 TEL.093-571-5731
久 留 米 営 業 所 TEL.0942-88-5825
大 分 営 業 所 TEL.097-551-1857
熊 本 営 業 所 TEL.096-380-8388
長 崎 営 業 所 TEL.095-848-2221
宮 崎 営 業 所 TEL.0985-39-1577
鹿 児 島 営 業 所 TEL.099-253-4321
沖 縄 営 業 所 TEL.098-851-9591

2021年12月現在


